「実地研修事業」のお知らせ


（ＨＩＶ感染者・エイズ患者の在宅医療・介護の環境整備事業）

【目的】
　治療法の進歩により長期存命が可能となったＨＩＶ感染者・エイズ患者が直面する長期療養の問題に対応するため、訪問看護を行う看護師等に対し実地研修を行い、在宅しながら安心して医療・介護が受けられる環境の整備を図ることを目的とします。

【事業内容】
　訪問看護師や訪問介護職員等をエイズ中核拠点病院（産業医科大学病院）に派遣し、エイズ医療に係る実地研修を実施します。

· 研修期間
令和２年２月４日（火）～令和２年２月６日（木）（予定）
· 研修内容
「実地研修プログラム（案）」のとおり
· 場所
産業医科大学病院（北九州市八幡西区医生ヶ丘１番１号）
· 受講対象者・人数
訪問看護師、訪問介護職員等　　県全体で６名程度
· 経費
以下の費用を、予算の範囲内においてエイズ予防財団が負担します。
(1) 研修期間の受講者代替要員費（受講者所属機関に支給）
受講日１日につき16,800円
(2) 受講者派遣旅費（受講者に支給）
エイズ予防財団旅費規程による。（※宿泊費は宿泊によらざるを得ない場合に限り支給する。）

【申込み・お問い合わせ先】
　別添「実地研修申込書」を、令和元年９月２７日（金）までに、下記あてお送りください。
	〒812-8577　福岡市博多区東公園７－７
福岡県保健医療介護部がん感染症疾病対策課
感染症対策係　担当：磯野
　TEL：092-643-3268　FAX：092-643-3331


　※受講希望者が多数の場合は、調整のうえ受講者を決定させていただきます。
　
